
防
災
担
当
大
臣
　
武
田 

良
太
　
様

２
０
１
９
年
９
月
１
３
日

日
本
共
産
党 

九
州
北
部
大
雨
災
害

対
策
本
部
長 

小
池 

晃

　
８
月
の
前
線
に
伴
う
大
雨
災
害

は
、
九
州
北
部
を
中
心
に
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
た
。
佐
賀
県
で
は
住

宅
被
害
が
４
０
０
０
件
を
超
え
、
今

な
お
１
３
０
名
超
の
被
災
者
が
避
難

を
強
い
ら
れ
て
お
り
、
と
り
わ
け
大

町
町
で
は
、
工
場
か
ら
の
油
流
失
に

よ
り
宅
地
や
農
地
が
大
き
な
被
害
を

受
け
て
い
る
。
佐
賀
県
や
被
災
自
治

体
は
、
生
活
再
建
支
援
や
災
害
復
旧

事
業
へ
の
特
別
の
財
政
支
援
等
を
求

め
て
い
る
。

　
日
本
共
産
党
は
、
被
災
後
た
だ
ち

に
被
災
地
で
の
調
査
を
す
す
め
、
被

災
状
況
と
被
災
者
の
切
実
な
声
の
把

握
に
努
め
、
被
災
者
支
援
に
全
力
を

あ
げ
て
き
た
。
被
災
地
の
実
情
を
ふ

ま
え
、以
下
の
事
項
を
強
く
求
め
る
。

１
．
激
甚
災
害
の
指
定
を
急
ぐ
と
と

も
に
、指
定
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と
。

ま
た
、
復
旧
事
業
の
実
施
に
お
い
て

は
、
再
度
災
害
の
防
止
を
基
本
と
し

て
改
良
復
旧
を
積
極
的
に
お
こ
な
う

こ
と
。

２
．
災
害
救
助
法
に
基
づ
く
障
害
物

の
除
去
や
被
災
家
屋
の
応
急
修
理
、

応
急
仮
設
住
宅
へ
の
入
居
な
ど
に
つ

い
て
は
、
家
屋
の
被
害
に
よ
っ
て
救

助
の
対
象
を
狭
め
る
こ
と
な
く
、
現

に
救
助
を
必
要
と
し
て
い
る
被
災
者

全
員
を
対
象
に
す
る
な
ど
全
面
的
な

活
用
を
図
る
こ
と
。
特
に
油
流
出
に

よ
る
住
宅
被
害
に
つ
い
て
は
、
実
情

に
即
し
て
柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
。

３
．
今
回
の
大
雨
に
よ
る
被
害
は
、

全
国
で
１
０
県
に
及
ん
で
い
る
。
被

災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
に
つ
い
て

は
、
前
線
に
伴
う
一
連
の
大
雨
災
害

の
被
災
地
す
べ
て
を
対
象
と
す
る
と

と
も
に
、
支
援
対
象
の
半
壊
等
へ
の

拡
大
、
支
援
金
の
拡
充
な
ど
の
見
直

し
を
早
急
に
お
こ
な
う
こ
と
。ま
た
、

佐
賀
の
住
宅
の
被
害
認
定
に
あ
た
っ

て
は
、
油
と
水
に
よ
る
住
家
被
害
、

長
期
間
に
わ
た
る
浸
水
と
い
う
特
殊

な
事
情
を
踏
ま
え
、
住
宅
と
し
て
の

機
能
の
被
害
程
度
を
反
映
し
た
認
定

と
す
る
こ
と
。

４
．
住
む
こ
と
が
で
き
な
い
と
判
断

さ
れ
た
住
家
に
つ
い
て
は
、
半
壊
家

屋
で
あ
っ
て
も
公
費
に
よ
る
解
体
撤

去
を
お
こ
な
う
こ
と
。

５
．
農
地
・
農
業
施
設
に
つ
い
て
、

査
定
前
着
工
の
積
極
的
な
活
用
を
徹

底
す
る
こ
と
。
農
地
災
害
復
旧
事
業

に
つ
い
て
は
、
災
害
復
旧
の
必
要
な

農
地
が
取
り
こ
ぼ
さ
れ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
万
全
を
期
す
こ
と
。
ま
た
、

被
災
農
業
者
向
け
経
営
体
育
成
支
援

事
業
（
強
い
農
業
・
担
い
手
づ
く
り

総
合
支
援
交
付
金
）
を
発
動
す
る
な

ど
農
地
・
農
業
施
設
等
の
復
旧
に
伴

う
被
災
農
家
の
負
担
を
大
幅
に
軽
減

す
る
こ
と
。

６
．
被
災
し
た
商
工
業
者
が
確
実
に

事
業
再
開
で
き
る
よ
う
、
中
小
企
業

等
グ
ル
ー
プ
補
助
金
な
ど
の
直
接
支

援
を
お
こ
な
う
こ
と
。

７
．
大
雨
災
害
と
油
流
出
に
係
る
農

水
産
物
や
観
光
へ
の
風
評
被
害
対
策

に
取
り
組
む
こ
と
。

以
上

九
州
北
部
大
雨
災
害
に
係
る
申
し
入
れ
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日
本
共
産
党
国
会
議
員
団
の「
九

州
北
部
大
雨
災
害
対
策
本
部
」
は

９
月
１
３
日
、
九
州
北
部
の
大
雨

災
害
の
被
害
救
済
策
に
つ
い
て
、

内
閣
府
や
農
林
水
産
省
な
ど
に
聞

き
取
り
調
査
と
要
請
を
行
い
、
武

田
良
太
防
災
担
当
大
臣
あ
て
の
申

入
れ
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
事
務

局
長
の
田
村
貴
昭
衆
院
議
員
、
真

島
省
三
前
衆
院
議
員
ら
が
出
席
し

ま
し
た
。 

　
大
雨
で
冠
水
し
た
鉄
工
所
か
ら

油
が
流
出
し
た
佐
賀
県
大
町
町
に

つ
い
て
内

閣
府
は
、

油
が
流
入

し
た
住
宅

は
「
お
お

む
ね
全
壊

か
大
規
模

半
壊
に
な

る
」
と
説

明
。
障
害

物
の
撤
去

な
ど
災
害
救
助
法
の
弾
力
的
運
用

が
可
能
だ
と
し
ま
し
た
。 

　
油
が
流
入
し
た
住
宅
に
つ
い
て

環
境
省
は
、
全
壊
と
判
断
さ
れ
れ

ば
公
費
に
よ
る
解
体
撤
去
が
可
能

だ
と
の
考
え
を
示
し
ま
し
た
。
田

村
氏
は
半
壊
も
公
費
に
よ
る
解
体

撤
去
が
で
き
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

　
小
売
店
な
ど
の
中
小
企
業
の
被

害
救
済
策
に
つ
い
て
も
補
助
の
拡

大
を
要
求
。
中
小
企
業
庁
の
担
当

者
は
、
今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
自

治
体
連
携
型
持
続
化
補
助
金
の
活

用
が
で
き
る
と
説
明
。
自
治
体
の

裁
量
で
制
度
設
計
が
で
き
、
国
が

都
道
府
県
負
担
の
２
分
の
１
を
補

助
す
る
制
度
で
す
。 

　
要
請
で
は
ほ
か
に
、
農
地
・
農

業
施
設
の
復
旧
事
業
へ
の
補
助
率

の
拡
大
、
激
甚
災
害
の
早
急
な
指

定
、
農
水
産
物
や
観
光
へ
の
風
評

被
害
対
策
な
ど
に
つ
い
て
求
め
ま

し
た
。（
し
ん
ぶ
ん
赤
旗　
２
０
１

９
年
９
月
１
４
日
よ
り
）

九州北部
大雨災害
九州北部
大雨災害 日本共産党対策本部が政府に申入れ

申
入
れ
書
を
手
渡
す
田
村
衆
院
議
員
と
、
真
島
前
衆
院
議
員

＝
１
３
日
、
衆
院
第
二
議
員
会
館

国は被災住民の生活、経営支援に全力あげよ


